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Resume
This paper  focuses on activities  to promote Regional Creation  from the field of  fashion design.   For three 

years from 2013 to this year, the team of Laboratory of Fashion Design and Planning at Yamaguchi Prefectural 
University has done fieldwork on Yuya, Nagato City, working on the branding of the rice terraces of Higashi 
Ushirobatake, which was selected as one of the Top100 Terraced Paddy Fields on Japan.

At the same time, through joint research with Akie Abe（wife of Prime Minister Shinzo Abe） to create the 
mompekko（Japanese cotton working pants  for women） label “Nou-Girl”（ Agriculture Girls） Collection,  
we announced the products Mompekko and Tsunagikko 2016 at the Agri-Arts Festival 2016.

In reference to the traditions of Yanai-jima stripes and Kuga-chijimi stripes, which are regional resources, we 
have developed Yamaguchi-jima takijima, and we added improvements on the pattern of the Mompekko 2015.  
We experimentally sold Mompekko and Salopekko at some places in Yamaguchi Prefecture and on the internet 
as well.

In addition to the stores of Naru Naxeva itself, it is saled at seven stores in Yamaguchi prefecture, through 
the mail order of newspaper companies and mail order sales of Naru Naxeva,  thus Mompekko has spread 
to people. Because  its material  is woven  from yarn,  it  is highly original.  In order  to monitor  the expression 
of design,   patterns and details, we visited shops  in  the prefecture, etc.,  collected the opinions of users and 
repeatedly devised ingenuity.

Depending on the design, fabric and pattern, vintage for each year is born. Mompekko's Fans are coming out 
and it is getting used not only for farm work but also for sports such as yoga and everyday wear.
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産学公連携による農作業着モンペッコとツナギッコの商品開発－アグリアート・フェスティバル2016を事例として－

１　研究目的
2013年から農作業着の開発を開始した。動機は、

2011年に起きた東日本大震災をきっかけに農業を始め
た安倍昭恵内閣総理大臣安倍晋三夫人が、若者が着る
農作業がないことに気づき、研究代表である水谷に共
同開発を提案したことであった。2013年から開発研究
を始め、2014年から農作業着の商品開発と販売実験を
開始した。

基本的には、まず生地をオリジナルで織ることから
始めた。一般の若者に着用されるためには、コスト面
でも実現可能なものを作る必要があった。

企画デザイン研究室では、2005年の柳井縞復興10周
年記念ファッションショーで水谷が企画演出運営に関
わったことをきっかけに、活性化に向けた活動を継
続してきた。柳井縞の着物、ドレス及び小物などを、
ラップランド大学との国際共同研究や本学でのファッ
ションショーで使うなど、大切な地域素材として利用
している。

縞織は山口県に固有というよりも、全国に広がって
いる伝統的な織物である。単純な構造であるために、
地域の個性ははっきりしておらず、柳井縞の藍色糸を
基調にした伝統的な縞織も特に柳井固有の縞として同
定することは難しいのが現状である。

しかしながら、縞織の日本の伝統を継承していくた
めにも、現代的な取り組みを通じて、柳井縞の伝統に
人々の関心を向けるということが大切ではないかと考
えている。

そこで、現実的に人々が手にしやすいコストでの農
作業着を作るために、機械織でオリジナルの生地を、
アグリアート・フェスティバル2014から開発してきた。
この新種のモンペについて、モンペから転じて「モン
ペッコ」と名付けた。

現状では山口県内には織物工場がないため、久留米
絣の里（大刀洗）にて３年間に渡ってオリジナルの布
がそこで織られている。

本論では、アグリアート・フェスティバル2016に
おける農ガールコレクション「自然との対話」にお
いて発表した「やまぐち縞cosmo2016」「モンペッコ
2016」そしていわゆるツナギから発想した新しいタイ
プの形式である「ツナギッコ」についての開発のプロ
セスと結果について検証することを目的としている。

2　研究方法
アグリアート・フェスティバル2016は「アグリアー

ト・フェスティバル2016実行委員会」が主催で、その

主な構成員は長門市（大西倉雄市長）と山口県立大学
（江里健輔理事長）企画デザイン研究室（水谷由美子
担当）そして安倍昭恵グループである。さらに東芝国
際交流財団、各種企業そして個人が協賛をして成立し
た。さらに農ガールコレクションは水谷率いる山口県
立大学企画デザイン研究室と安倍昭恵夫人が共同研究
で開発し、プロダクト面では以下に記す、多くの企業
がコラボレーションの仲間として参加した。

今回のテーマ「自然との対話」に沿って新しいやま
ぐち縞の具体的なテーマ設定を行った。そこで、古代
より現代まで自然界や伝統文化を規定してきたコスモ
ロジーである「陰陽五行思想」に着想を得た。

中国古代哲学である陰陽五行思想では各方位と季節、
色や素材などが体系化されている。そこで、各方位に
沿った５色と５色を同一の生地に取り入れた生地を含
め、全６色展開のモンペッコを開発する計画を立てた。

経糸は柳井縞に特徴的な藍染めされた糸、緯糸には
５種類の「青（緑）」「赤」「黄」「白」「黒」そし
てこの５色がすべて同一の生地に繰り返される生地の
アイデアを考案し、織物のデザインコンセプトとした。
水谷がコンセプトを、具体的なデザインを荒木麻耶が
行った。織のプロデュースは合資会社ロォーリングが
担当した。

また企業の協力を得て織物や縫製等が行われた。ま
さに、産学公連携にて商品開発が行われた。

モンペッコのプロダクトは山口市発のプロダクトブ
ランド「匠山泊」（岡部泰民・岡部隆則共同代表）に
依頼し、共同開発を実施した。代表的なモンペッコの
ユーザーであるペルソナの設定は、毎年検討し若干の
変更を加えている。それ故にパターンや縫製などのプ
ロダクトにも工夫を加えている。本論でそれらの詳細
を検証することにする。

普及するためのマーケティングや販売については、
山口県立大学発ベンチャー企業の有限会社ナルナセバ
が担当している。ここには水谷研究室のサテライト研
究室が設置されており、学部生と大学院生が、週末に
店番を担当して、販売やマーケティングの実践的研究
を実施し、そこから得られた情報を、毎年のモンペッ
コ開発にフィードバックをしている。

本年度は、オーバーオール形式の「ツナギッコ」を
新しく商品開発した。生地については、昨年開発した
サロペット形式の「サロペッコ」はモンペッコ用に開
発したやまぐち縞takijimaを用いたが、今年度は柳井
縞の会とのコラボレーションを考えていたので、山口
県で地域資源として認定されているデニム加工と組み
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合わせた「デニム×柳井縞」を企画コンセプトにした。
ツナギッコは農ガールをイメージさせるような、若

者が着たくなるものを目指しているが、イメージモデ
ルは安倍昭恵夫人のような中年とした。なぜなら、今
までのマーケティングから考えると、日本で少量生産
するために、コストがどうしても高くなり、対象が経
済力のある大人の女性という設定にならざるを得ない
からである。

コンセプトとデザインは水谷が、デザインとモデリ
ングは小田が担当した。今回使用する柳井縞は、柳井
縞の会とのコラボレーションとして企画し、会長の石
田忠男が織を担当した。プロダクトは上記と同様の匠
山泊が担当した。

以下では、商品開発のコンセプトからデザイン、そ
して製造の過程について検証し、今回の商品開発につ
いて明らかにする。

３章ではモンペッコやまぐち縞cosmo2016とやまぐ
ち縞cosmo2016の布地の開発について荒木麻耶が、さ
らに４章ではツナギッコについて小田玲子が、水谷由
美子とそれぞれ共同執筆することとする。

３　やまぐち縞とモンペッコの開発・改良
(1）やまぐち縞の開発
１）やまぐち縞2014-2016のコンセプト

やまぐち縞raita2014、やまぐち縞takijima2015に引
き続き、オリジナルの縞の開発は3年目となる。

オリジナルの縞として最初に開発したやまぐち縞
raita2014は、山口県の伝統の織物である柳井縞・玖
珂縮に加えて、2000年頃からフィンランドの諸機関と
の研究創作を継続してきたこともあり、フィンランド
の民族衣装に見られる縞幅のバランスや色調を取り入
れている（資料１）。

2年目のやまぐち縞takijima2015は、暑い夏に目で
涼をとるという日本人の知恵が表現されている日本伝
統の滝縞と、自然界の数比例「フィボナッチ数列」を
掛け合わせ、美しさと涼しさを融合した縞としてデザ
インされている（資料２）。

２）やまぐち縞cosmo2016のコンセプト
今回は、古代より続く、自然界や伝統文化を規定し

てきた「陰陽五行思想」に着想を得て、やまぐち縞
cosmo2016を開発した（資料３）。

陰陽五行思想は陰陽思想と五行が結びつき、紀元前
３世紀初めごろ成立し、５、６世紀に仏教・儒教や暦
法とともに中国から伝来したとされている。五行の思
想において、自然界は、木（もく）・火（か）・土
（ど）・金（ごん）・水（すい）の５つの要素から
成り立っているという考え方がある。５つの要素が
循環することによって、万物が生成され、自然界が構
成される。これらの五行の５つの要素は、季節や方位、
色彩、臓器などがそれぞれ配当されている。木には
青、火には赤、土には黄、金には白、水には黒があて
られている。これより、緯糸には５色の「青」「赤」
「黄」「白」「黒」を基調とした。そして、この５色
を３㎝ピッチで同一の生地に繰り返すという、新たな
挑戦も行った。

木に配当された青色は、日本において古代以来、現
代でいう青色と緑色の差異がなかった。それは、かつ
て日本語において「青（あを）」は非常に広い範囲
の色を指し、古典語の「あを」は現代語の「藍、緑、
青」などの色を全て示しているからである。そのため、
今回は、「青」はあえて緑色と青色の２色を採用し、
青色、緑色、赤色、黄色、白色、黒色、５色（ここで
は緑色の糸を使用）を同一の生地に取り入れ計７色展
開で開発した。

日本の伝統的な縞模様の特徴として、経糸には藍色

資料２　やまぐち縞takijima2015

資料３　やまぐち縞cosmo2016

資料１　やまぐち縞raita2014
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の糸が使われていることが多い。山口で栄えた柳井縞
の見本帳にある織サンプルの多くが藍色を基調として
いる。そこで、やまぐち縞cosmo2016は藍色の糸を経
糸として採用した。縞織物が伝統として受け継がれ
続けてほしいという願いから、経糸には藍色のほかに、
未来を指し示す白色を取り入れた。

やまぐち縞cosmo2016は経糸が藍色と白色の２色で
構成され、これまでのやまぐち縞と比較すると、単純
な縞柄である。細いラインを１、太いラインを２とい
う比で形成し、藍色から始まり、藍色を白色で挟んだ
縞が６ライン続いた後で、白色で区切り、これをリ
ピートさせた。

陰陽五行思想から緯糸を選び、経糸には世界平和の
意味を込めて、世界にある６大陸の６を意識的に表現
に取り入れた。
３）やまぐち縞の共創

縞のパターンとして、やまぐち縞raita2014は、経
糸に複数の糸色を採用し、複雑な切り替えを行ってい
る。やまぐち縞takijima2015は、フィボナッチ数列を
掛け合わせており、経糸は藍色、水色、白色の3色を
用いるため、やまぐち縞raita2014に比べると、大柄
なパターンであった。

生地のパターンをデザインする際は、デザインを考
えるデザイナー中心で決めるのではなく、モンペッコ
を取り巻くステークホルダーの意見を収集し、パター
ンに落とし込むようにした。やまぐち縞takijima2015
は日本伝統の滝縞を取り入れた結果、爽やかで、涼し
さを感じるため、モンペッコを販売している店舗やバ
イヤーにとっては、春夏の採用となり、秋冬では取り
扱いにくいとの意見が上がった。

また、プロダクトにおいては、幅の広い縞柄は、柄
合わせのために、生地の裁断で慎重に作業しなければ
ならず、手間がかかりすぎてしまうことや、裁断した
際に、無駄な生地が多く出てしまうという問題点が
あった。通常であれば、裁断の際に出た不必要な生地
は廃棄処分されるのであるが、ゴミを少しでもなくし
たいという要望から、それらの生地は捨てることなく、
手ぬぐいの一部に使用することで、小物商品へ利用し
た。

布の切れ端を利用する際にも、幅の広い縞は、切り
取られた部分によっては、縞柄に見えづらくなってし
まう可能性があるため、選別する必要があった。モン
ペッコのように生地を大きく使用する際には、縞とし
て認知することは困難ではないが、モンペッコ以外の
小物商品へやまぐち縞を取り入れる際には、大きな幅

の縞柄は、取り扱いが容易でないことも判明した。
その点、幅の狭い縞は、柄合わせや小物商品への利

用は弊害がない。しかし、細かすぎる縞柄は、織職人
が機械に経糸を組む際に、複雑すぎて、手間がかかり
すぎるという難点があり、一長一短である。

モンペッコやまぐち縞raita2014、モンペッコや
まぐち縞takijima2015はともに、20代から80代とい
う幅広い年齢層に支持を得た。しかし、やまぐち縞
raita2014に比べ、やまぐち縞takijima2015は、年配の
ユーザーにとっては、柄が若い人向きではないかと心
配する声も少なからずあった。

ステークホルダーであるバイヤーやプロダクトブラ
ンドの「匠山泊」、織をプロデュースする「ロォーリ
ング」、ユーザーらの意見を参考にしながら、やまぐ
ち縞cosmo2016のデザインを「共創」した。
４）織へのこだわりと挑戦

生地については、農作業などの作業も考えると、丈
夫に仕上がるように、経糸は双糸（２本の撚糸）を使
い、緯糸は単糸で織った。経糸で使用している白糸は、
わずかに黄色を帯びたような白に見える。これは、蛍
光染料を使用していないからであり、環境にも配慮を
している。

今回の新たな挑戦として、５色を同一の生地とした
「cosmoファイブ」は３㎝ごとに緯糸を換えて織って
いる。そのため、糸のテンションの違いで、柄（色
糸）の継ぎ目で、パッカリングが起きてしまうなどの
問題が発生した。パッカリングとは、生地の織り組織
が引きつれることによって発生する現象である。しか
し、幾度かの試し織りの結果、それらの問題を乗り越
え、「cosmoファイブ」を完成することができた。こ
れまでのやまぐち縞の生地における緯糸は、単色のみ
の展開であったが、５色の糸色を緯糸として織りなす
ことは、織職人にとっても、初めての挑戦であった
（写真１）。

(2）モンペッコのパターンの改良
１）2014—2015モンペッコのパターンの特徴

2014年に発表したモンペッコやまぐち縞raita2014
のパターンは、農作業での使用を重視し、生地を断っ
た際に捨てられがちな残りの生地を有効活用して、
ヒップと膝の裏側に力布用の当て布として取り入れ、
丈夫さを付与した（写真２）。

モンペッコやまぐち縞takijima2015は、モンペッコ
の浸透を目的に、農作業着のみならず、街着としての
着用を考慮し、モンペッコ2014モデルよりもシルエッ
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トを細くし、膝当てなどの力布をなくすことで、ヨガ
ウェアや散歩着としても浸透することを目的として制
作した（写真３）。
２）モンペッコやまぐち縞cosmo2016のコンセプト

モンペッコやまぐち縞cosmo2016は、農作業着と日
常着の両面性を確立させつつ、幅広い年齢層に対応す
るように意図して、モンペッコ2015モデルのパターン
を改良し、腰回りにゆとりをもたせ、膝から足首にか
けてもワイドなシルエットにした。また、モンペは本
来、袴の形状を簡易にしたパターンから考案している
ことや反物を使い切る構想で作られてきたという特徴

がある。以上のようなモンペの伝統的構成を継承する
という点において、これまで通り、脇は直線立ちにし
た。モンペッコ2014は若い女性にとって腰回りにゆと
りがありすぎるという点とモンペッコ2015は年配の方
やふくよかな女性にとっては、シルエットが細すぎる
などの点についての意見があり、それらを考慮して以
下のように具体的なパターンや構成に関するディテイ
ルにおいて改良をした（写真４）。
３）モンペッコの改良点

裾をたくし上げて農作業を行ったり、穿きこなした
りする際には、従来のモンペッコよりも容易に裾を上

写真１　モンペッコcosmoファイブ 写真３　モンペッコやまぐち縞takijima2015

写真２　モンペッコやまぐち縞raita2014 写真４　モンペッコやまぐち縞cosmo2016
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げられるように、モンペッコ2015モデルよりゴムの断
ち切り寸を２㎝長くすることにした。

ウエストと裾のゴム跡が肌についてしまうという
ユーザーの意見から、ゴムの裁ち切り寸を長くしたほ
か、ウエストについては2.5㎝から3.5㎝幅のゴムを採
用することとした。

農作業の過程において、日常生活より屈むことが多
いため、屈んだ時に腰部分の肌の露出がないように配
慮した。それに加えて、右前上部のポケットにスマー
トフォンなどを入れたときに、足の付け根部分に引っ
かかって、動作に影響を与えないように、これまでつ
けてきたポケット位置から１㎝ほど下げた。

縫製においては、脇と後ろ股ぐりを巻縫いで処理す
ることにした。ロックミシンをかけて倒すよりも、丈
夫に仕上がり、穿いた時に、処理部分が肌に当たらず、
快適に過ごすことができる。その結果、質の高い縫製
処理に仕上げられ、品のあるモンペッコが作り上げら
れた。

モンペッコ2015モデル同様、ユーザーが裾のゴムを
自由に取り出せるよう、内側に１㎝程度の空きを作っ
た。ゴムを抜いて着用する際に、ロールアップなどを
して着こなすことも視野に入れ、膝下から裾にかけて
無理なく、ストレートになるようパターンを改良した。

サイズに関しては、モンペッコを穿きたいという男
性も多くいたため、M、LにXLを加えて３サイズ展開
にした。男女共用のため、ユーザーの身長と胴のサイ
ズを考慮し、身長はMサイズでは156～164㎝、Lサイ
ズでは162～170㎝、XLサイズでは168～176㎝に設定
した。このサイズは日本の成人男性および女性の平均
身長に対応している（写真５）。

(3）結論
３年目となるやまぐち縞の開発、モンペッコの改良

のための意見徴収に、モンペッコを購入する立場の人
だけでなく、バイヤーや織物プロデュースやプロダク
トプロデュースを手掛ける人々、そして、モンペッコ
を販売している店舗にも足を運び、現状のリサーチを
行った。新しいモンペッコを開発するにはどのような
ものがいいかなど、意見を抽出した。立場の異なるス
テークホルダーの思いを取り込むことは、決して容易
ではなかった。

そこで、ステークホルダーを一挙に同じ空間に集め、
サービスデザインの手法として、山口県立大学独自
のSPS（service design prototyping system）を使い、
意見の共有や抽出を行おうと考えた。しかし、異なる
地域に居住し、異なる分野で活動しているため、限ら
れた時間の中で、一同に集めるのは不可能であった。
その結果、それぞれのステークホルダーの店舗や職場
を別日に訪れ、意見の徴収する必要が出てきた。

筆者は、モンペッコやまぐち縞cosmo2016を着用し
て、農作業を実践していないため、これから実証実験
に移る必要がある。また、販売に関しては、パッケー
ジデザインやレイアウトなどに着手できていないとい
う課題が残っている。これまでのマーケティングや市
場調査を考慮し、パッケージデザインなどの販売の方
法にも力を注いでいきたい。

４　ツナギッコの開発
(1）ツナギッコ開発の背景

企画デザイン研究室では、３年前から有限会社ナ
ルナセバ及び長門市からの受託研究としてmompekko
レーベルの農作業着の商品開発に取り組んできたが、
ツナギを作りたいという考えが当初よりあった。そこ
で、小田玲子と水谷由美子が共同研究の形で取り組む
ことになった。

水谷は主にコセプトとデザインディレクションを、
小田はデザインとモデリングを担当した。

ツナギッコの基本コンセプトは次の通りである。

(2）デザインコンセプトとペルソナの条件
ここではペルソナ（代表的なユーザーの人物像）に

ついて詳細には示さないが、イメージモデルとしては、
ファッションショーのモデルをお願いした安倍昭恵夫
人のような中年女性に設定した。それは、モンペッコ
のユーザーが比較的年齢が高いことにも関係している。

つまり、日本製で少量のオリジナル製産はコストが写真５　モンペッコやまぐち縞cosmo2016男性モデル着用
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高くなるために、こだわりが強い20代から30代の若者
で経済的自立をしている人か経済的に余裕のある40代
以上の方がユーザーの対象となる。

具体的に言うと、実際に農業を志す女性あるいは
ガーデニングをする女性、また街着としてスポーティ
ブでカジュアルなイメージでコーディネートする女性
など、自然派でありながら、行動的生活を送っている
女性である。

そこで、デザインにはエレガントな要素とカジュア
ルな要素を取り入れたワークウエアで、労働のための
機能性も表現するものをコンセプトとした。

一方、男性にとっても従来のいかにも仕事着という
だけでなく、6次産業の時に少し注目されるようなお
しゃれ感がアピールできるようなものを目指した。

(３）素材について
企画デザイン研究室の基本コンセプトとして、地域

資源の活用に取り組んでいるため、加工技術が地域資
源として認定されているデニムと柳井縞を素材として
使用する。「柳井縞の会」、匠山泊、有限会社ナルナ
セバと企画デザイン研究室のコラボレーションとする。

(４）用途　
一般的なツナギは基本的にユニセックスであるが、

主なユーザーは男性である。そこで、農ガールコレク
ションとして農作業着用のツナギを開発するにあたり、
女性が着用しても自然な感じで着られることを目指す。

また、コーディネートによっては街着としても成立
するデザインにすること。カジュアルでいてエレガン
トなイメージを表現すること。

着心地が自然でやさしいイメージが感じられる、
ゆったりと楽な着心地感が得られるものにする。

(５）サイズ展開
サイズはメンズMとレディースL相当を中心にプロ

トタイプを開発し、様々な体型に対応できるサイズを
考え、ユニセックスのMとLの２種類を開発すること
にした。Mは身長が155㎝から170㎝程度の男女、Lは
165㎝から180㎝程度の男女で設定をする。

以上のコンセプトや条件をスタートに、研究を開始
した。

(６）ツナギッコの制作目的
 1 ）山口の地域素材であるデニムと柳井縞を使った商

品を開発することで、地域素材を広く世に知らしめ、

コラボレーションをしている組織のそれぞれの活動
の価値に相乗効果を持たせる。

 2 ）より多くの人に受け入れられるデザインの追求を
目指す。

 3 ）ゼロウエストの考え方を取り入れた、無駄の少な
いパターンを考えることで、持続可能な社会に貢献
できる商品開発を目指す。

(７）ツナギッコの制作のプロセス
次に、ツナギッコの制作プロセスを記す。

 1 ）ツナギ、サロペット、オーバーオール、オールイ
ンワンなど、上下がつながっているタイプの服の資
料を収集し、最近の傾向やニーズをつかむ。

 2 ）ツナギッコのペルソナとコンセプトを決める。
 3 ）ツナギッコのプロデュースやプロダクトに関する

コラボレーションの関係についての基本方針を固め
る。プロダクトは匠山泊に依頼し、プロデュースは
有限会社ナルナセバが実施することにする。

 4 ）デザインについて提案する。
 5 ）上記２社の担当者と何度も開発会議を重ね、カ

ラー、素材と素材加工、資材、サイズ、製造、値段
設定、プレゼンテーションの日時と方法、販売方法
などについて議論する。

 6 ）ツナギッコの試作として９号のパターンをおこし、
型紙を作る。

 7 ）シーチングでファーストモデルを作り、10人程度
の男女に試着を依頼しフィッティングをする。

 8 ）試着で気づいた問題点をもとに、型紙を作り直す。
 9 ）柳井縞の織元にオリジナルの縞の製作を依頼する。

縞のコンセプトとしては、山口は３方が海に開かれ
ていることから、海の色の青（藍）、太陽の赤、空
の雲の白という単純な自然の恵みをキーカラーとし
た。そこで、経糸はキーカラーの藍、赤、白で構成
し、緯糸は実験的に赤と白の半分ずつで織るよう依
頼する（写真６）。詳細なデザインは織り手のセン

写真６　柳井縞糸
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スに委ねることとした。実際の織りは柳井縞の会の
会長、石田忠男が担当した（写真７）。

10）シーチングによるセカンドモデルの試着を10人程
度の男女に依頼。再度フィッティングを行う。

11）試着で気づいた問題点をもとに、再度型紙を作り
直す。

12）仕上がりのイメージを確認するため、実物に近い
デニムでモデル作成し、着心地や色や質感を検証す
る。

13）セカンドモデルをサンプルとして、モデリング・
製造工程・素材の最終確認、デニム加工（バイオ加
工による色落としと収縮）、柳井縞加工（洗いによ
る収縮）、資材（ファスナー、糸など）などについ
ての話し合いを元に、販売コストと加工などに関す
る値段などの交渉をする。

14）デニム、ファスナー、糸などの決定をし、資材の
注文をする。

15）これまでの情報をもとにプロダクト・パターンを
作成する。

16）仕様書を作成する。
17）柳井縞を小さくカットし、水につけて伸縮率を調

べる。
18）縫製工場が実際のデニム生地を使い、試作モデル

を作る。
19）試作モデルを10人以上の男女に試着を依頼してサ

イズの検証をする。
20）試作モデルでデニムの洗い加工及びバイオ加工に

より収縮と色落ちをさせる。
21）収縮した試作モデルについて、再度、10名程度の

男女に試着を依頼する。
22）上記の情報をもとにサイズ展開を決定し、部分的

な細かい寸法についても決定する。
23）MサイズとLサイズの正確な型紙を作成する。
24）デニムでMサイズとLサイズのプロトタイプを作

る。
25）プロトタイプをぬるま湯で洗い、糊を落とす。
26）水通したプロトタイプの試着を各サイズの代表的

モデルに依頼し、伸縮率を中心に検証する。
27）最終的な仕様書を作成する。
28）縫製工場に発注をかける（Mサイズ40着・Lサイ

ズ40着）。レーベル名として「mompekko」と「匠
山泊」のダブルネームを付け、洗濯表記など取り扱
い布を縫う依頼をする。

29）縫製工場で縫製後、専門業者にバイオ加工を依頼。
30）縫製工場でアイロンがけされ、最終仕上げの後、

納品される。

(８）ツナギッコの開発の実際
1）デザインが決まるまでの思考

当初考えていたデザイン（ファーストモデル）は、
胸ポケットが二つとカーゴパンツのようなポケットが
二つついたものであった（写真８）。屈んだ時、窮屈
さを感じさせないよう、肩に伸縮性のある生地をはさ
み、ウエストはゴム仕様にした。ズボンの裾にはゴム
を入れ、虫が入ってこないようにした。理由は農作業
着としての機能を優先したためである。

農作業として売り出す場合、値段設定をどうするか
が問題となる。今までの経験上、値段設定が二万円程
度になるだろうということは予想がついていた。二万
円の農作業着を購入するユーザーはどのような人かと
いう問いをしながら、開発を行った。通販で作業用の
ツナギは５千円程度で購入できる。

それ故に、作業着だけに用途を絞るのではなく、6
次産業や買い物等街着としても着られるような付加価
値をデザインで表現する必要がある。

素材にこだわって作られている一般のツナギは一万

写真８　ツナギッコファーストモデル

写真７　柳井縞
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円程度で手に入るため、国産の価値が十分発揮され、
個性的なディテイルにも考慮した。

基本的にはデニム素材なので持続可能な服として
ユーザーが長年着用し、穴が開いたり、擦り切れても
味が出て来たりすることは、一般の綿のツナギでは表
現できない。

そこで、匠山泊との協議の結果、カイハラ株式会社
（福知山市）の高級なデニムを使用し、一定の洗い加
工によって、デニムに個性的な表情を表現する計画を
立てた。

ペルソナは、前述したように比較的年齢が高い上品
な女性にした。これまでに開発してきたモンペッコや
サロペッコなどの商品の主な購買層は、30代から70代
の中高年層の女性が多い。最近では有限会社ナルナセ
バがオンライン販売を手がけるようになったことや
新聞などのメディアへの露出の影響もあって、男性の
ユーザーも増えてはいるが、圧倒的に女性ユーザーが
多い。したがって、ユニセックスデザインとしつつも、
主なユーザーは女性としてデザインすることにした。

ウエストラインをどうするかは大きな課題であった。
最初はゴム仕様を考えていたが、作業着のイメージが
強くなり、オシャレ感が薄れるので、ゴムなしにした。
ツナギをよく着る男性に聞いたところ、ツナギはベル
トなしで着る場合が大半であった。しかし、女性はウ
エストをマークした方が良いという意見が多かったの
で、リボン状の紐をつけることにした。

Mサイズのファーストプロトタイプの段階で、176
㎝のやせた男性が紐もベルトもつけないで着用すれば、
Mサイズがぴったり入ることがわかった。女性は紐で
ブラウジングして着用し、男性は紐無しで着用すれば、
幅広い身長の人に対応できることが10名程度の試着で
わかった。胴囲が大きい人の場合には、身長がなくて
も、Lサイズで対応できる。

紐を通すウエストラインには傾斜をつけ、飾りス
テッチやベルトループを配し、横から見た時にシャー
プなラインが出るよう工夫した。

サイドポケットはファーストモデルよりやや高めに
して、女性が楽に手が入る位置にした。片方のみ、柳
井縞をワンポイント使いで配し、デザインのアクセン
トにした。

モンペッコやサロペッコのユーザーの中には、オ
シャレ感を高めるために、裾のゴムを取る人もいれば、
ゴムの締め付け感を嫌って取る人もいる。ツナギッコ
はオシャレ感を優先するために、ゴムを裾に使用しな
い方針にした。

ただし、昨年のミラノのストリート・ファッション
ではポリエステルの生地で、ゆったりしたモンペ型で
裾にゴムが入っている姿が多く見られ、モードではあ
る。しかし、バランスを優先してツナギッコにはゴム
を採用しないことで決定した。こうして基本的なデザ
インの条件は整った。
2）ゼロウエストの工夫

ゼロウエストは、無駄ゼロという意味である。つま
り、残り布あるいはゴミを出さないあるいは再利用を
するなど、現在、ファッション界では多くのブランド
が取り組んでいるテーマでもある。

ツナギッコを一般のユーザーに手に取ってもらうに
は、製造費を安く抑える必要がある。そのためには、
無駄を減らす工夫が欠かせない。

少し体にコンシャスにしてエレガントさや女性らし
さを表現するという課題を実現しつつも、ゼロウエス
トの精神を反映させるため、無駄を極力出さない日本
の着物の直線立ちに注目した。

小田が２枚接ぎのパターンを提案し、脇に縫い目が
ないものにし、ポケットを脇に付けることで、脇に締
まりがある印象を与えることにした。

一般的にズボンは４枚接ぎで作られる。しかし、２
枚接ぎにすれば、縫い合わせる手間が省ける上に、無
駄布が出ないという具体的な利点がある。のっぺりと
した印象になるという欠点は、大きなポケットを付け
ることで解決をした。

実際のパターンは長方形に近い形で、残布はわずか
である。150㎝幅のデニム生地に、左右２枚の身頃が
とれるように設計した。

始めは柳井縞を利用した胸ポケットを付けることを
構想したが、女性らしいイメージを出すためには、三
角に開いた胸ぐりと袖無しのアームホールによって、
胸左右部分は幅が狭くなり、ポケット用の空間がなく
なった。デニム×柳井縞をコンセプトにしているため
に、胸に小さなエンブレムのように柳井縞を付けるア
イデアもあったが、カラフルで個性的なファスナーを
採用したために、バランスが悪くなり、背面中央の襟
下に位置を変更した。
3）洗い加工による伸縮率

デニムは製造過程で３パーセント程度は収縮する状
態で収縮を止めて出荷している。これは、水谷がカイ
ハラ株式会社会長に工場を案内された時に、洗いと収
縮をさせる行程で聞いた情報である。しかし、今回は
バイオによる洗い加工をするために、経験がなく収縮
率が読めない状態にあった。
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試作モデル（写真９）と洗いにかけた試作モデル
（写真10）は、着た感じも見た感じもかなり違う印象
であった。伸縮率は部位によって違いが見られた。

最近では伸縮性を出すために経緯に綿以外の糸が数
パーセント使われている場合もある。今回の布は綿
100パーセントではあるが、横方向より縦方向がより
縮み、また、ポケットやエンブレムのない部分はある
部分に比べるとより縮んだ。この縮み具合を考慮しな
がら、最終パターンを決定した。

ツナギッコの洗い加工は、以前主流であったストー
ンウォッシュではなく、バイオウオッシュと呼ばれる
洗い方を選んだ。なぜなら濃紺の源布色が明るい藍色
になるようにデザインを考えたからである。ツナギッ
コは洗った後に柔らかい風合いが生まれ、着心地が格
段によくなった。

バイオウオッシュは「1988年に開発された洗い方で、
セルロース分解酵素でジーンズの繊維の一部を分解し
て、その表面に付着しているインディゴ染料を落とし、
あたかもストーンウオッシュで表面加工したような効
果が得られる加工である。（中略）表面溶解効果によ
り非常に上品なストーンウオッシュ効果が得られたの
である。当時問題となっていた軽石によるストーンウ
オッシュの欠点を一挙に解決したようにみられ、あっ
という間に世界中に広まった（注1）。」のである。

伸縮率については、柳井縞も小さく切って浸水実験
をし、３%近い収縮を確認した。しかし、使用した布
は小さく縫い付けられたため、ウオッシュ後もほとん
ど影響は出なかった。

4）グレーディングについて
グレーディングは、身長や体格などの統計的なデー

タをふまえて、Mサイズからパターンを展開して、細
かな寸法を決定する必要がある。試着によって得た情
報も参考にしながら、検証を進めた。

まず、MとLの適応身長については、株式会社ワ
コールが毎年データを集め分析していることから、ワ
コールのサイズ表（注2）を参考にした。これによると、
男性Mは165～175㎝、Lは175～185㎝であった。これ
を基準に女性のブラウジングのゆとり分の8㎝を差し
引いて、女性の適応範囲をMサイズ157～167㎝・Lサ
イズ167㎝以上と設定した。

次に、バスト・ウエスト・ヒップのサイズについて、
ツナギッコは筒状であるため、３サイズがほぼ同じで
ある。これは、女子のヒップの標準サイズから割り
出すことにした。日本工業規格（JIS L 4005-1997）に
よると、９ARをバスト83、ヒップ91、ウエスト67㎝
と定めている（注3）ので、ゆとりを持たせて3サイズ共
通で96㎝に設定した。Lサイズはピッチを8㎝とって、
108㎝とした。伸縮率も考慮に入れている。

股下については、数社の市販のツナギのサイズ表と
試着の経験から、Mサイズを66㎝、Lサイズを71㎝と
した。ズボンの裾をロールアップして穿く人もいるの
で、長めに設定した。

総丈は、Mサイズ154㎝、Lサイズ163㎝とした。縦
方向によく縮むことも予想した上で、設定した。

(４）結論
ツナギッコの発表は、2016年10月23日長門市のル

ネッサ長門において、「アグリアート・フェスティバ

写真10　ツナギッコ試作モデル洗い後写真9　ツナギッコ試作モデル洗い前
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ル2016」の中で行った。安倍昭恵内閣総理大臣夫人が
ツナギッコのモデルを務めた。小田がスタイリング並
びに着替えの責任者を務めた。他に２名の男性がモデ
ルとして加わり、ユニセックスのツナギッコは全国に
発信された。

セットアップには、ツナギッコと同様の柳井縞があ
しらわれた手ぬぐいを作った。モデルの首もとを花飾
りのように飾るために、アレンジ結びをした（写真
11）。

男性モデルの一人は身長が180㎝あり、Lサイズの
ツナギッコのサイズ感とぴったり合っていた。

もう一人の男性モデルは細身で身長が172㎝だった
ので、Lサイズを着用した。腰まわりのだぶつきを解
消するためには、ウエストを締める必要があった。そ
こで主に女性用を想定して製品化したウエストの紐を
使用した。前で結ぶと女性的になるため、背面のみに
紐を通し、側面で結んだ。このアイデアは、男性にも
紐の利用価値があることを証明した（写真12、13）。

ツナギッコの商品開発をするに当たり、1点ものの
アート作品とは異なる視点でのデザインを考える必要
があると実感した。サイズ展開に耐えうるデザインか
どうかの検証、製造スケジュールに沿った生地選び、
資材調達、加工などの計画が必要になる。特にデニム
は収縮のみならず、様々な色合いや風合いなどが多様
な加工によって実現される。小さなサンプル布だけで
は最終状態は全くわからない。

こうした困難さとスリルがある中、今回は非常に満
足のいく結果となったことは幸いであった。大学の研

究室の実験として商品開発が実現されるのも、匠山泊
や柳井縞の会を始め、産学公のスポンサーや多くの
人々の協力が得られる構造が出来ているからである。

5　アグリアート・フェスティバル2016の概要
アグリアート・フェスティバル2016（詳細は最後の

付録参照）における農ガールコレクションのプレゼン
テーションは、共同企画及び研究をしている安倍昭恵
夫人及び幅広い支持を得ているタレント、はるな愛を
招いて行われた。また、モンペッコを制服として採
用した仙台市の「農業で住みまず芸人キングビスケッ
ト」の参加もあった。観客として、地元以外に、関東
や関西からも多数の人が駆けつけた。

今回は長門市の全戸にチラシを配布して周知したこ
とや、地域８箇所の公民館や文化施設にて無料チケッ
トを配布したこともあり、１週間もしないうちに700
席あまりのチケットがほぼなくなってしまう程の出足
であった

当日も大入り満員という盛況であった。また、毎年
実施している会場ロビーでのブース展示では、地域資
源を用いた工芸品や商品あるいは農産物（主にお米）、
高校生の取組みなど、今までで一番参加数が多く、ま
た活発であった。

特に、今年の取組みとしては、東芝国際交流財団の
支援を得た「スーパーグローバル・ファッションワー
クショップ2016」がアグリアート・フェステョバルに
先立ち、山口県立大学を中心に山口市内で行われた。
４カ国の海外大学から先生1名と学生２名ずつの計12

写真11　ツナギッコ柳井縞手ぬぐい 写真12　ツナギッコ男性正面 写真13　ツナギッコ男性背面
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名が招かれた。各大学からも作品が各４点ずつ持参さ
れて、ロビーにて展示された。地域の方々に世界のス
タンダードを紹介することができたことは大きな成果
であった。

上記ワークショップでは山口市徳地手漉き和紙を中
心に、重源の郷でのワークショップ、デニム製品を企
画・プロダクトしている山口発ブランド匠山泊での見
学・意見交換、さらに大学近くの藍場「田屋」での研
修などが事前に行われた。

５カ国の若者による文化の交流は、多文化を理解す
るのみならず、むしろ自分の文化を改めて見直し、理
解し、再評価できるよい機会になった。

6　今後の課題と願望
４年間、アグリアート・フェスティバルが開催され、

農ガールコレクションで発表されたモンペッコ、サロ
ペッコそしてツナギッコがmompekkoレーベルの元で
商品開発された。これらの商品は有限会社ナルナセバ
のプロデュースで、店頭および通信販売が行われてい
る。

今では、ナルナセバの店舗の他、山口県下7店での
委託販売、さらには新聞社の通信販売やナルナセバの
通信販売などを通じて、モンペッコが人々に普及して
きた。布から織っている点でもオリジナル性が高い。
デザインやパターンそしてディテールの表現について、
モニタリングを行うために、県内の店舗などを訪問し、
ユーザーの意見を徴収して工夫を重ねている。

パターンのデザインや生地によって、年度ごとの
ヴィンテージが生まれてきている。また静かなファン
が出てきており、農作業着だけでなくヨガなどのス
ポーツや日常着としても着用されるようになってきて
いる。

現在は、モンペッコtakijima2016の開発に参加した
大学院生甲斐少夜子がラップランド大学（ロバニエ
ミ市）に留学したために、ラップランド大学デザイン
ショップでモンペッコが販売されるようになった。上
記学生のマーケティング研究の一環で実験的に販売さ
れている。

今年の11月8日に山口市とロバニエミ市の両市長に
よって、ロバニエミ市の伝統的な建物で観光パート
ナーシップ協定のサインが行われた。水谷はこのサ
インの儀式に参加し、交流会で2017年2月下旬に開催
予定の「ロバニエミ・アークティック・デザイン・
ウィーク」で山口市のアート＆デザインを紹介するこ
とについて、両市の協力が得られることを確認した。

アグリアート・フェスティバル2016のために開発さ
れたモンペッコやまぐち縞cosmo2016とツナギッコを
発表することになる。真冬の零下の下での展覧会であ
るが、フィンランドの室内はTシャツ一枚で過ごせる
ほどの暖房設備が行き届いたライフスタイルである。
こうした中で、着心地のいいモンペッコが国内のみな
らず、海外にも静かに浸透していくことを祈っている。

今後の課題として、国内外へのプレゼンテーション
の仕方やパッケージなど、コミュニケーション媒体に
ついても力を入れて行く必要がある。また、展覧会と
は異なり、実際のビジネスシーンとなると、ものの質
とコストの関係が重要な要素となる。ブランドイメー
ジを築きつつも、より人々に身近なものになるように、
工夫を重ねて行くことが課題である。
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